










































































































































































































































は 3 年前までは 4つあったブラジル人学校が、リー
マンショック等の影響や地震の影響もあって、今
2つになろうとしている情報も伝えられました。
金本先生は、最後に「欧米などの状況を見ます
と、多文化化は進んでいて、先進国としていろんな
取り組みも行われていますが、実際に、学校の現場、
地域社会の現場を見ると、共生っていうことはいか
に難しいものなのかな、ということを非常に感じて
います。一緒に考えて、地域住民として地域作りを
する、その意味でこの取り組みがさらに発展して、
共生という形を着実に築いていただけたらありがた
いな」と本プロジェクトへの期待を込められました。
二人目は、愛知教育大学助教の川口直巳先生です。
川口：愛知県には、製造業が盛んなことから、外
国人労働者が多く就業し、そのため、外国人児童
生徒数も全国 1位となっております。愛知教育大学
には、外国人児童生徒支援リソ スールームがありま
す。ここでは、いろいろな取り組みがされています。
　現在、近隣の 4市、刈谷市、知立市、豊田市、
豊明市の教育委員会と覚え書きを交わしまして、財
政的な支援を受けることができ、協力体制を築いて
います。昨年からは、文科省の特別経費プロジェク
トで、外国人児童生徒を軸とした多文化共生社会を
目指す教育支援の構築というプロジェクトを行って
おります。3年間の計画で、今年が 2年目になります。
　学生ボランティアによる小中学校での学習支援を
中心に今日はお話しさせしていただきます。登録者
が、11月末日の段階で、183名います。現在派遣校
は、28校です。学生派遣数は、90名となっております。
　学習支援の形態といたしましては、個別派遣と
集団派遣があります。個別派遣というのは、各小
中学校で取り出し支援と入り込み支援を個別にして
いるケ スーです。集団派遣というのは、2 校あるん
ですが、外国人の子どもたちが多い小学校に、マ
イクロバスやタクシーで学生を連れて行ってクラス
で教えるという集団派遣です。
　本学は、教員養成の大学で、将来教員になるで
あろう大学生たちが、学生のうちから外国人児童
生徒の問題点を理解して、教員になっていくことが、
支援の一番の近道ではないかということで、覚え書
きを提携するときも教育委員会のご理解を得ていま
す。学生の自主的な活動を促すということで、常に
何をどのように教えるのかは、学生が主体になって、
リソ スールームはサポ トーするという形をとっており
ます。
　学生は、まじめな学生ほど、自分の支援が合っ
ているんだろうか、自分のやっていることが本当に
子どもたちの役に立っているんだろうかだとか、高
校入試にこれがつながるんだろうか、と非常に悩ん
でいます。ですから、できましたら、派遣先の担
任の先生と連携をとっていけたら、というのをリソー
スルームでは目指しています。　　
　集団支援は、だいたい15回で終わりますが、学
生の中には、初めて支援に行ったときには、外国
人児童生徒達の口調がきつくてぽろぽろって涙を
流してしまう学生もいます。でも、15 回たちますと
非常に対応の仕方も上手になっていて、感想もすご
く良いことを言ってくれるというように、学生自身の
成長にもつながっているんだなあ、と思います。
　宇都宮大学HANDSプロジェクトでは、県全体
として、各市につながりを求めて活動されています。
私たちは、愛知教育大学リソースルームと覚え書
きを交わしている 4市と何とか関係を築くことがで
きているかもしれませんが、４市どうしのつながり
というものは、全くないです。こちらとしましては、
HANDSプロジェクトというものが非常に参考にな
りまして、理想とするところであります。各市により
ましては、学生派遣ということに関しましても非常
に温度差があります。もう少しお互い理解できるよ
うにきちんと説明をするといった丁寧な関係を築い
ていくことが大切だなと感じています（川口直巳さ
6 HANDS next
HANDSプロジェクトではここ３年間、「多言語
による高校進学ガイダンス」を継続して実施し、そ
のあり方については議論を重ねてきました。この事
業の現状と課題について、幅広い立場でいろいろ
な方々の視点から議論し、問題点などを共有して、
今後に生かしていければと思っております。「多言
語による高校進学ガイダンス」を開催した、あるい
は、開催予定の 3つの市教育委員会のご担当者よ
りお話しをいただきましたので、その一部を紹介い
たします。
大根田： 11月 4日に真岡市におきまして高校進学
ガイダンスを実施しました。
　周知対象者ですが、昨年は、中学校の外国人
が在籍している学校に通知をださせて希望をとりま
した。今年は、ちょっと広げまして、小学校にも配
布しまして希望をとりました。
　個人的に私が一番嬉しかったのは、休憩の時間
等に父兄の方に呼び止められまして、｢今日、本当
にやってくれて良かったよ。今までわからなかった
ことが、わかって、本当に良かった｣ と言ってもら
えたことです。
　そして何よりもやってみて思ったのですが、ガイダ
ンスの意義として、もちろん、進学についての情報
を伝えるということで、一番の目的は、中学の 3 年
生に対して情報を与えるということだったのですが、
それ以上に私が思うには、小学生に通知を出して
みたことで、急に準備をすると言ってもなかなか出
来ないが、小学校の段階から、そういう情報を伝
えられるということが出来たことで、意欲付け、将
来について考えるいいきっかけになったんじゃない
のかと感じました。
萩原：２市 1町、大田原市・那須塩原市・那須町
に呼びかけをいたしまして、明日、大田原市におき
まして、初めて進学ガイダンスを開催する運びになっ
ております。現在、１１家族の申し込みを受けてい
るところです。今回のガイダンスは、まだ実施して
おりませんが、課題としては、周知方法であった
り、参加率をいかに上げていくかという点です。そ
のためには、開催の時期や場所ですが、大田原市
内からですと端の方で行うものですから、もっと便
利なところで開催して欲しかったという声を聞けた
ので、今後の検討課題です。開催時期もこの時期
が良いのか、中学校３年生の３者懇談がすでに始
まっている時期なのでもっと早い時期に、例えば夏
休み前に行うべきなのかな、と思います。もう１点
は、これをいかに継続していけるかと、継続してい
くための方策を考える必要があるのかと思います。
通訳者や翻訳者の人材の確保ですとか、その人件
費の件もクリアしていくことが今後の課題になるの
かなと思います。
山本：成果や課題については、お二人からお話があ
りましたので、もう少し広い角度から、中学生の高
校進学ということについて、私なりに思っていること
を少しお話しいたします。先ほどの第 1部で宇大の
学生さんたちが、実体験を通していろいろな壁を乗
り越えて、ここまで歩んでこられたという姿を拝見し
ながら、とても嬉しく感じました。そして一番私の心
の中に浮かんでいたのは、私の前を過ぎていったた
くさんの外国人児童生徒の子どもたちでした。
　ある男の子が言っていたことを思い出しました。
小さいときに来たので、日本語も流暢で、学力もあ
りましたし、英語も出来ました。でも彼がつぶやい
ていたのが、｢先生、俺、大変なんだよ。日本語も
パネリスト：大根田佳夫（真岡市教育委員会指導主事）、萩原孝夫（大田原市教育委員会指導主事）
　　　　　　山本幸子（那須塩原市教育委員会指導主事）、田巻松雄（研究代表、国際学部教授）
第３部　多言語による高校進学ガイダンスのあり方を考える
司会：原田 真理子（佐野市日本語教室指導助手・国際学部附属多文化公共圏センター研究員）
んからは、本誌において「愛知教育大学外国人児
童生徒支援リソ スールームの取り組み」を寄稿して
いただきましたので、あわせてご覧ください）。
